
東
京
湾
で
は
、
干
潟
・
浅
海
域
の
90
％

（
2
・
5
万
ha
、千
葉
県
は
1
・2
万
ha
）が

主
に
戦
後
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
港
湾
・
工

場
・
倉
庫
・
道
路
・
商
業
施
設
・
住
宅

地
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
用
地
な
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
。

1
9
9
3
年
、
千
葉
県
は
7
6
0
ha
の

三
番
瀬
（
京
葉
港
二
期
・
市
川
二
期
）
埋

め
立
て
計
画
を
発
表
。
2
0
0
1
年
、
三

番
瀬
を
守
る
署
名
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に

よ
る
広
範
な
市
民
運
動
の
力
強
い
活
動
で
、

最
終
的
に
埋
め
立
て
計
画
は
中
止

（
7
6
0
ha
↓
1
0
1
ha
↓
0
ha
）
さ
れ
ま

し
た
。

■
市
川
市
の
人
工
干
潟
計
画

2
0
2
3
年
8
月
、
市
川
市
（
田
中
甲

市
長
）
は
市
民
が
海
に
触
れ
ら
れ
る
場
を

造
る
た
め
、
人
工
干
潟
計
画
を
発
表
し
ま

し
た
。
塩
浜
2
丁
目
の
階
段
護
岸
前
に
、

幅
1
0
0
m
×
奥
行
50
m
（
0
・
5
ha
）

を
蛇じ
ゃ
か
ご籠

で
囲
み
、
そ
こ
に
漁
船
用
航
路
の

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫

土
砂
を
投
入
し
て
造
成
す
る
と

い
う
計
画
で
、
総
事
業
費
は
3
・
5
億
〜

7
・
5
億
円
で
す
。

市
川
三
番
瀬
を
守
る
会
な
ど
の
市
民
団

体
は
市
川
市
の
人
工
干
潟
計
画
の
中
止
を

求
め
て
運
動
を
続
け
て
い
て
、
市
川
市
民

に
人
工
干
潟
計
画
の
問
題
点
と
干
潟
・
浅

海
域
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
謳う
た

っ
て
い
る
湿
地

保
全
の
理
論
や
実
践
が
、
行
政
や
市
民
に

広
ま
る
よ
う
に
運
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
市
川
市
の
計
画
に
反
対
す
る
理
由

①
土
砂
投
入
に
よ
っ
て
生
物
豊
か
な
浅
海

域
が
狭
ま
り
、
生
き
も
の
た
ち
が
死
滅

し
ま
す
。（
次
項
の
「
干
潟
・
浅
海
域

の
重
要
性
」
を
参
照
）

②
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
湿
地
保
全
、
ミ
チ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
（
代
替
）
の
考
え
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。

③
計
画
予
定
地
は
強
い
南
風
に
よ
る
高
波

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
人
工
干
潟
の

浸
食
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
土
砂
補

給
な
ど
に
毎
年
莫ば
く
だ
い大
な
管
理
費
（
税

金
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

④
千
葉
県
も
同
所
で
人
工
干
潟
造
成
を
計

画
・
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
継
続
的

な
砂
泥
の
補
充
、
干
潟
を
維
持
す
る
こ

と
と
生
き
も
の
の
定
着
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
は
困
難
と
い
う
理
由
で
2
0
1
6

年
に
中
止
し
ま
し
た
。

⑤
今
あ
る
江
戸
川
放
水
路
（
三
番
瀬
の
入

り
江
）
の
干
潟
―
中
流
域
の
泥
干
潟
や

河
口
の
砂
質
干
潟
―
や
市
川
市
東
浜

（
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園
の
干
潟

の
西
側
）
を
活
用
す
る
べ
き
で
す
。

⑥
人
工
干
潟
を
利
用
す
る
人
に
危
険
が
及

ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
干
潟
・
浅
海
域
の
重
要
性

干
潟
に
は
、
な
ぜ
渡
り
鳥
の
シ
ギ
・
チ

ド
リ
類
が
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
、
エ
サ
と
な
る
ゴ

カ
イ
や
カ
ニ
な
ど
が
た
く
さ
ん
生
息
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
地
球
上
で
最
も
生
物
多

様
性
・
生
物
生
産
性
に
富
む
と
こ
ろ
の
一

つ
が
干
潟
・
浅
海
域
（
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の

潮
間
帯
の
一
つ
）
で
す
。

春
、
旅
鳥
の
オ
オ
ソ
リ
ハ
シ
シ
ギ
は
、

越
冬
地
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
7
日
間

無
着
陸
（
飲
ま
ず
食
わ
ず
）
で
飛
び
続
け

て
三
番
瀬
に
渡
っ
て
き
ま
す
（
1
万
㎞
）。

三
番
瀬
で
約
1
カ
月
間
、
カ
ニ
や
ゴ
カ
イ

な
ど
を
食
べ
て
体
重
を
増
や
し
（
脂
肪
を

蓄
え
て
）、
繁
殖
地
の
ロ
シ
ア
の
極
北
東

に
渡
っ
て
い
き
ま
す
。
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■
干
潟
の
経
済
価
値

桑
江
朝
比
呂
さ
ん＊
＊

は
、
今
ま
で
は
1
ha

当
た
り
1
千
万
円
と
さ
れ
て
い
た
干
潟
の

経
済
価
値
を
、以
下
の
①
～
⑨（
⓾
は
田
久

保
が
加
え
る
）
の
理
由
で
5
千
～
8
千
万

円
あ
る
と
い
う
試
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

①
食
料
供
給
、
②
水
質
浄
化
、
③
温
暖

化
抑
制
、
④
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

⑤
教
育
、
⑥
研
究
、
⑦
昔
か
ら
の
特
別
な

場
、
⑧
日
々
の
憩
い
の
場
、
⑨
種
の
保
全
、

⓾
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
精
神
安
定
）

ま
た
、
及
川
敬
貴
さ
ん＊
＊

は
、
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
を
コ
ス
ト
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、

ミ
ツ
バ
チ
の
送
粉
は
65
兆
円
で
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
売
上
高
36
兆
円
を
上
回
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

■
干
潟
・
浅
海
域
は
地
球
の
宝

ゴ
カ
イ
の
働
き
、
カ
ニ
の
働
き
、
魚
の

働
き
、
鳥
の
働
き
…
…
人
に
と
っ
て
の
経

済
的
価
値
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

か
ら
水
鳥
ま
で
一
つ
一
つ
の
生
き
も
の
の

価
値
も
認
め
、
生
物
豊
か
な
干
潟
を
保
全

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2
月
2
日
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
日
で

あ
る「
世
界
湿
地
の
日
」で
す
。ま
た
、4

月
14
日
は
干
潟
・
湿
地
を
守
る
日
（
諫
早

湾
が
締
め
切
ら
れ
た
日
）
で
す
。
ぜ
ひ
と

も
水
門
を
開
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

開
け
れ
ば
干
潟
・
有
明
海
が
復
活
し
ま
す
。

三
番
瀬
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

録
す
る
よ
う
運
動
中
で
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
1�

　
国
立
研
究
開
発
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
沿
岸
環

境
研
究
グ
ル
ー
プ
長
、「
野
鳥
」（
財
団
法
人
日
本
野
鳥

の
会
会
報
）
2
0
2
2
年
10
月
号
よ
り

＊
2�

　
横
浜
国
立
大
学
教
授
、「
日
本
経
済
新
聞
」
2
0
2
3

年
1
月
27
日
よ
り
　

三
番
瀬
の
人
工
干
潟
問
題
（
市
川
市
）

三
番
瀬
を
守
る
会
／
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
三
番
瀬
の
会
　
田
久
保
晴
孝

猫実川河口域

第二湾岸道路用地

三番瀬

市川市
船橋市

習志野市

浦安市

市川塩浜駅 塩浜�丁目

塩浜�丁目

湾岸道路
（国道���号）

東京外環
自動車道

二俣新町駅

南船橋駅

JR京葉線

行徳近郊緑地
特別保全地区

新
浦
安
駅

（確保済み）

第二湾岸道路用地
（確保済み）

江
戸
川
放
水
路

ふなばし
三番瀬海浜公園

谷津干潟

人工干潟造成予定地

河口域の自然干潟

猫実川

市川市の人工干潟予定地の位置
（「自然通信ちば」169号より）

ふなばし三番瀬海浜公園からの眺め

市川市が計画している人工干潟のイメージ
（市川市ホームページ掲載の図を一部改変）
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ま
た
、
研
究
者
や
大
学
生
な
ど
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
の
対
応
、
調
査
・
研
究

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
の
べ

30
回
ほ
ど
大
学
や
研
究
者
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
近
年
は
、
こ
れ
ら
の
方
々

に
協
力
い
た
だ
き
、
研
究
内
容
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
中
津
干

潟
ア
カ
デ
ミ
ア
研
究
発
表
会
」「
子
ど

も
ア
カ
デ
ミ
ア
」
な
ど
の
催
し
を
開
催

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

3
つ
め
は
、
文
献
な
ど
で
正
し
く
知

り
得
た
情
報
や
最
新
の
研
究
結
果
に
基

づ
い
て
行
う
保
全
活
動
で
す
。
主
な
も

の
と
し
て
は
、
年
4
回
行
わ
れ
る
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
、
浜
に
広
が
る
松
林
や
た

め
池
の
保
全
活
動
、
地
域
や
行
政
と
対

話
し
な
が
ら
進
め
る
合
意
形
成
な
ど
で

す
。
中
で
も
合
意
形
成
に
つ
い
て
は
政

策
決
定
以
前
に
関
係
者
と
つ
な
が
り
を

持
て
る
の
で
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
目
標
は
、
中
津
干
潟
と
い

う
す
ば
ら
し
い
自
然
を
過
去
か
ら
引
き

継
ぎ
、
で
き
れ
ば
ち
ょ
っ
と
だ
け
よ
く

し
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
手
渡
す
こ
と

で
す
。「
生
き
も
の
元
気
、
子
ど
も
も

元
気
、
漁
師
さ
ん
も
元
気
な
中
津
干
潟

を
1
0
0
年
後
も
…
」
が
私
た
ち
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

遊
び
な
が
ら
保
全
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
…
）
で
会
員
同
士
の
知
識
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
た
だ
知
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
ナ
マ
の
自
然
に
全
身
で
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
暑
さ
、
寒

さ
、
潮
の
香
り
、
海
や
草
花
の
色
、
光
、

味
な
ど
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が
コ
コ

ロ
に
響
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
点
で
で
き
る
限
り
正
し
そ
う

な
情
報
を
整
理
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や

市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
自
然
の
中
で
元
気
に

楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

自
然
観
察
会
の
開
催
、
自
然
を
学
ぶ
た

め
の
教
材
の
製
作
、
小
学
校
を
中
心
と

し
た
環
境
学
習
、
講
演
活
動
な
ど
は
、

そ
う
い
っ
た
考
え
を
も
と
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

2
つ
め
の「
調
査
研
究
と
そ
の
支
援
」

は
、
生
物
調
査
な
ど
基
礎
的
な
も
の
を

中
心
に
、
市
民
レ
ベ
ル
で
実
践
で
き
る

調
査
、
分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
正
確
な
種
同
定
な
ど
は
シ
ロ

ウ
ト
に
は
難
し
く
、
専
門
家
の
協
力
を

得
て
い
ま
す
。
今
年
3
月
に
こ
こ
10
年

の
研
究
を
と
り
ま
と
め
た
「
中
津
干
潟

レ
ポ
ー
ト
2
0
2
3
」
を
上
梓
し
ま
し

た
。
2
0
0
3
年
と
2
0
1
3
年
に
も

同
様
の
レ
ポ
ー
ト
を
製
作
し
て
い
ま
す

が
、
新
し
く
な
る
た
び
に
生

物
目
録
の
厚
み
が
増
し
て
今

回
つ
い
に
1
0
0
0
種
を
越

え
ま
し
た
。

今
か
ら
25
年
前
の
1
9
9
9
年
7
月

に
水
辺
に
遊
ぶ
会
は
産
声
を
上
げ
ま
し

た
。
大
分
県
中
津
市
に
広
が
る
遠
浅
の

海
に
「
中
津
干
潟
」
と
名
付
け
て
以
来
、

自
然
観
察
会
を
中
心
と
し
た
保
全
活
動

を
今
も
元
気
に
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
に
つ
い
て
は
「
思
い
つ
い
た
ら

と
に
か
く
や
っ
て
し
ま
え
！
」
と
い
う

の
が
故
足
利
由
紀
子
初
代
理
事
長
の
方

針
？
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
々
に
知
り

合
っ
た
人
と
か
影
響
を
受
け
た
も
の
と

か
を
ど
ん
ど
ん
事
業
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
サ
サ
ヒ
ビ
の
復
元
、
タ
コ
ツ
ボ
漁
、

囲
い
刺
し
網
、
海の

り苔
す
き
体
験
な
ど
い

ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
整
理
す
る
と
大
き
く
3
つ
の

事
業
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。
1
つ
め
は
「
正
し
く
知
っ
て
感
じ

る
活
動
」、
2
つ
め
は
「
調
査
研
究
と

そ
の
支
援
」、
3
つ
め
は
前
の
2
つ
を

踏
ま
え
た
「
保
全
活
動
」
で
す
。

ま
ず
「
正
し
く
知
っ
て
感
じ
る
活
動
」

に
つ
い
て
で
す
。
正
し
く
知
る
た
め
に
は
、

客
観
的
事
実
の
積
み
重
ね
で
あ
る
「
科

学
の
目
」
を
養
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

不
定
期
に
開
か
れ
る

研
修
（
雑
談
と
も
言
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八
代
野
鳥
愛
好
会
で
は
、
8
月
に

『
球
磨
川
河
口
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
が
ん

ば
れ
！
E
A
A
F
P
参
加
20
年
記
念
』

事
業
と
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
よ
り

柏
木
実
さ
ん
、
熊
本
大
学
よ
り
逸
見
泰

久
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
貴
重
な
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

柏
木
さ
ん
は
世
界
地
図
を
用
い
て
、

鳥
た
ち
が
移
動
し
て
い
る
様
子
や
湿
地

の
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
一
緒

に
参
加
し
て
い
た
息
子
た
ち
は
「
片
道

1
万
5
0
0
0
キ
ロ
!?
」「
鳥
た
ち
外
国

に
も
行
っ
て
る
ん
だ
ね
」、
私
は「
小
さ

な
体
で
す
ご
い
ね
」
と
、
親
子
で
驚
き

な
が
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
野
鳥
が

広
い
広
い
大
海
原
を
休
む
こ
と
な
く
羽

ば
た
い
て
来
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

に
思
い
を
は
せ
、
湿
地
が
野
鳥
た
ち
の

大
切
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

逸
見
先
生
の
お
話
で
は
、
特
に
球
磨

川
河
口
の
あ
る
八
代
海
や
有
明
海
は
干

満
の
差
が
大
き
く
、
栄
養
豊
富
な
湿
地

が
で
き
る
場
所
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ま
さ
に
、
人
間

で
は
な
く
、
地
球
の
シ
ス
テ

ム
が
働
い
て
い
る
場
所
、
潮

の
満
ち
引
き
も
考
え
る
と
月

も
関
係
す
る
の
で
宇
宙
の
シ

ス
テ
ム
が
大
き
く
働
い
て
い

る
場
所
な
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
シ
ギ
・
チ
ド
リ
た
ち

が
来
て
く
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
湿
地
で

も
あ
る
球
磨
川
河
口
に
住
ん
で
い
る
こ

と
が
と
て
も
誇
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
親
子
で
干
潟
調
査
の
活
動
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
台
風
が
来
る
前

に
息
子
た
ち
が
「
ね
ぇ
お
母
さ
ん
、
干

潟
の
い
き
も
の
大
丈
夫
か
な
？　

野
鳥

た
ち
は
？
」
と
ポ
ツ
ン
と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
に
「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
ち

ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
る
」
と
胸
が
熱
く
な

り
な
が
ら
言
葉
を
返
し
た
こ
と
を
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
野
鳥
に
出
会
い
、
世
界

を
感
じ
地
球
を
感
じ
、
宇
宙
ま
で
を
も

感
じ
な
が
ら
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
く
こ
と
を
今
は
楽
し
み
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

も
、
球
磨
川
河
口
の
干
潟
を
大
切
に
し
、

集
ま
る
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
地

球
と
生
き
物
と
が
調
和
で
き
る
面
白
い

シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
実
践
す
る
こ
と

を
、「
あ
な
た
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

た
い
？
？
」
と
、
息
子
や
学
生
さ
ん
た

ち
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
計
画
中
で
す
。

7月に開催した25周年記念講演会

「中津干潟レポート2023」
の表紙

中津干潟の観察会

中津干潟アカデミア研究発表会

水
辺
に
遊
ぶ
会 

事
務
局
　
山
守
　
巧

調
和
を
体
感
で
き
る
場
所
、

地
球
と
人
を
つ
な
ぐ
野
鳥
と
球
磨
川
河
口

八
代
野
鳥
愛
好
会
　
山
崎
か
す
み

保
全
生
活
25
年
！
　3
つ
の
活
動
っ
て
何
？

講師の柏木実さん

記念講演会の会場の様子

中
津
干
潟
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那覇空港から車
で20分の浦添市
に、沖縄の原風景
ともいえるイノー
（サンゴ礁）が広
がる美しい浅海域
があります。浦添

西海岸と呼んでいます。この海が米軍港建
設で埋め立てられようとしています。
1974年、米軍那覇軍港の全面返還が条件

付きで合意され、1995年に移設先を浦添ふ
頭地区と決定。2023年4月、軍港計画に日
米が合意し、2024年8月にボーリング調査
が始まりました。
戦後、条件の良い土地は米軍に収奪され、

県民は海を埋め立てて開発・発展するしか
なく、沖縄島の南部はほとんどが埋め立て
地、人工護岸、人工ビーチになっています。
浦添西海岸は米軍基地に接収されていたた
めに開発の手が及ばず自然海岸が奇跡的に
残りました。海側の一部返還で2018年に湾
岸道路が開通し、通勤通学にたくさんの県
民が利用するようになり、きらめく朝の海、
慶良間諸島に沈む夕日の海に癒される県民
のオアシスになっています。那覇空港から
近く、沖縄の思い出に訪ねることのできる
貴重な海です。
故翁長知事が那覇市長時代に浦添への軍

港移設を容認し、継承の立場の玉城デニー
知事も辺野古は反対で浦添は容認かと、オ

少なくありません。地域に分断を持ち込む
政府の手法です。辺野古は全国区になって
いますが、浦添西海岸の問題は、市民県民、
西海岸にある商業施設の利用者も知らない
人が多く、何より、西海岸のイノーで遊ぶ
子どもたちが知りません。軍港のために埋
め立てられると話すと、目を丸くして驚き、
「ありえない、ぜったい反対」と即答します。
軍港返還合意から既に50年。世界は地

球温暖化防止、環境保全の時代なのに、安
保三文書決議以降、基地強化がすさまじい
勢いで自然破壊と共に進行しています。与
那国島の島民疎開が現実味を帯びるほどで、
もはや戦中です。
イノーで遊ぶ子どもたちはどれほど知的

好奇心を刺激され、沖縄の豊かさに触れ誇
りをもって成長することでしょう。それこそ
が持続可能な豊かな発展ではないでしょうか。
困難と思われた本土復帰をかなえた沖縄

県民の未来に、沖縄の誇るべき自然を破壊
する、さらなる基地負担は断固として拒否
します。

ール沖縄のアキレス腱
けん

だと取りざたされます。
オール沖縄で頑張る私たちも、反対行動を
起こす時その点が心配で、まずは学習会を
開催しました。2020年、コロナ禍で厳し
い時に立ち見が出るほどでした。そこで私
たちは「主権者は誰ですか？　私たち市民
です。辺野古反対・基地のない沖縄を目指
すデニー知事も市民の声にきっと応えてく
れるはず。ここに依拠し活動を進めましょ
う。決めるのは私たちです」と確認しました。
デニー知事を応援しながら、堂々と反対を
訴えています。県議会では、浦添市区選出
の県議が毎回質問し「那覇軍港の機能強化
は認めない」という県の立場を確認してい
ます。私たちの拠

よ

り所
どころ

もここです。市民運
動の力で、デニー知事がキッパリと反対と
言えるような環境を作ることが重要です。
那覇市は軍港跡地の開発に意欲的で、那

覇市民も「浦添のことでしょう」と言う人が

浦添西海岸の未来を考える会 世話人　里道昭美

瓢ひ
ょ
う
こ湖
は
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
に
あ
る

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地（
2
0
0
8
年
登

録
）で
あ
り
、人
造
湖
で
す
。
1
6
2
6

年
か
ら
13
年
か
け
て
、
新
発
田
藩
が
渇

水
対
策
の
た
め
用
水
池
と
し
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。当
時
は
南
側
に
も
う
一つ
の

池
が
あ
り
、
そ
の
形
が
瓢ひ
ょ
う
た
ん箪に
似
て
い

た
こ
と
か
ら「
瓢
湖
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。水
深
は
平
均
0
・
7
m
、

最
大
1
・
2
m
と
浅
く
、
周
辺
の
川
か

ら
取
水
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
流

れ
の
な
い
静
水
池
で
、
オ
ニ
ビ
シ
や
ハ

ス
等
が
繁
茂
し
、
岸
辺
に
は
ヨ
シ
や
マ

コ
モ
が
生
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
瓢
湖
は
白
鳥
の
飛
来
地
と
し

て
も
有
名
で
、
白
鳥
の
飛
来
の
ピ
ー
ク

は
11
月
下
旬
で
5
千
か
ら
6
千
羽
来
ま

す
。
日
本
一
多
く
飛
来
し
ま
す
が
、
そ

れ
は
湖
が
で
き
た
当
時
か
ら
多
か
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
自
然
に
増
え
た

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
白
鳥
の
飛
来

が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
1
9
5
0

年
で
、
そ
の
年
は
27
羽
で
し
た
。
そ
の

4
年
後
の
1
9
5
4
年
に
、
吉
川
重
三

郎
さ
ん
が
日
本
で
初

め
て
警
戒
心
の
強
い

野
生
の
白
鳥
の
餌
付

け
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
、
県
指
定
鳥
獣
保
護
区
に
も
な
り
ま

す
（
2
0
0
5
年
に
は
国
指
定
瓢
湖
鳥

獣
保
護
区
に
）。
そ
こ
か
ら
飛
来
数
が

増
え
、
現
在
の
6
千
羽
に
至
り
ま
す
。

1
9
7
2
年
に
は
「
白
鳥
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
が
発
足
し
、
瓢
湖
の
自
然
環
境
や

白
鳥
の
生
態
を
学
び
、
環
境
保
全
の
伝

統
を
後
輩
に
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
も
、
多
く
の
飛
来
数
を
維
持
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

白
鳥
が
注
目
さ
れ
が
ち
な
瓢
湖
で
す

が
、
夏
に
は
ハ
ス
が
咲
き
、
ヨ
シ
ゴ
イ

は
ハ
ス
の
茎
に
忍
者
の
よ
う
に
つ
か
ま

っ
て
小
魚
を
狙
い
、
バ
ン
は
ハ
ス
の
葉

の
上
を
歩
き
、
カ
ワ
セ
ミ
は
ハ
ス
の
つ

ぼ
み
に
と
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
姿
や

動
き
を
と
て
も
近
い
距
離
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

結
び
に
、
こ
れ
は
個
人
的
な
感
想
に

は
な
り
ま
す
が
、
瓢
湖
と
共
に
生
き
る

人
た
ち
が
、
生
態
系
に
配
慮
し
な
が

ら
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
利
用

し
、
自
然
を
保
護
し
続
け
て
き
た
こ
と

が
、
今
日
の
瓢
湖
の
美
し
い
姿
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
新
し
い
活
動
が
増
え
、
美
し

い
瓢
湖
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

瓢
湖
（
新
潟
県
）

　

たくさんの白鳥が飛来する瓢湖

志
民
委
員
会 

潟
部
会
　
平
岩
史
行

佐渡島

日　本　海

新  潟  県

新潟市

柏崎市

阿賀野市

瓢湖

浦添西海岸沖の49haを埋め立て、長大な防波堤で囲む軍港建設計画浦添西海岸の位置

辺野古だけじゃない ～奇跡の海・浦添西海岸を守りたい～

イノーが広がる浦添西海岸
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。
入会申込方法

●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンラインで
の入会も可能です。https://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォ
ーム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライ
ン決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から）�ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員
総会での議決権が

あります
総会での議決権が

ありません
一　般 1口� 5,000円 1口� 2,000円
団　体 1口� 10,000円 1口� 10,000円
特　別 50,000円 以上 30,000円 以上
企　業 − 1口�100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

米
軍
那
覇
軍
港
の
沖
縄
県
浦
添
市
沿
岸

へ
の
移
設
を
は
じ
め
と
す
る
浦
添
市
西
海

岸
の
埋
め
立
て
開
発
計
画
で
、
計
画
段
階

環
境
配
慮
書
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
募
集
が
今
年
7
〜
8
月
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
開
発
計
画
は
沖
縄
島
中
部
西

海
岸
で
最
も
健
全
で
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
生
態

系
の
破
壊
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
、
海
の
生
き
物
を
守

る
会
と
連
名
で
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
で
は
、
沖
縄
島
中
部
西
海
岸
に

残
さ
れ
た
健
全
な
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
が
喪

失
す
る
こ
と
、
総
合
的
に
予
定
地
の
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

評
価
・
予
測
の
範
囲
を
広
げ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
事
業
を
中
止
し

て
湿
地
を
積
極
的
に
保
全
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。
Q
R
コ
ー
ド
の
ペ

ー
ジ
か
ら
意
見
書
の
P
D
F
フ

ァ
イ
ル
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
新
潟
市
が
湿
地
カ
ー
ド
を
作
成　
第
1

弾
と
し
て
佐
潟
、
福
島
潟
、
鳥
屋
野
潟
、

上
堰
潟
、
じ
ゅ
ん
さ
い
池
、
十
二
潟
の
6

種
類
を
市
内
の
湿
地
関
連
施

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
等
で
配
布
中
で
す
。
表
に

は
湿
地
の
写
真
、
裏
に
は
湿

地
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
種
類

集
め
た
人
へ
の
特
典
を

検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

●
有
明
海
の
不
漁
問
題
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　
日
程
：
2
0
2
5
年
1
月
13
日

（
月
・
祝
）、
場
所
：
佐
賀
市
内
（
予
定
）。

主
催
：
有
明
海
漁
民
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
。
東
京
大
学
の
鈴
木
宣
弘
教
授
の

講
演
や
漁
業
者
か
ら
の
現
状
報
告
、
討
議

を
行
い
ま
す
。
時
間
、
会
場
な

ど
の
詳
細
は
Q
R
コ
ー
ド
の
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
27
日
～
30
日
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

東
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー（
R
R
C-

E
A
）

主
催
に
よ
る「
湿
地
の
保
全
と
ワ
イ
ズ
ユ
ー

ス
に
関
す
る
国
別
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
湿
地
管

理
に
関
わ
る
行
政
職
員
、研
究
者
、N
G
O
、

学
芸
員
等
が
参
加
。
1
日
目
の
開
会
式
と

基
調
講
演
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟
で
、

2
日
目
の
研
修
は
新
潟
国
際
情
報
大
学
新

潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
日
目
の
現
地
視
察
は
、
福
島
潟
と
佐
潟

を
船
と
バ
ス
で
回
り
ま
し

た（
下
写
真
）。
最
終
日
の

4
日
目
は
急き
ゅ
う
き
ょ遽、

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
最
後
に
新
潟
大
学

名
誉
教
授
の
大
熊
孝
さ
ん

の
発
表
が
追
加
さ
れ
、
湿

地
保
全
の
取
り
組
み
へ
の

強
い
思
い
を
語
っ
て
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

R
R
C
ー
E
A
の
湿
地
研
修
会
が

新
潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

浦
添
市
西
海
岸
開
発
計
画
に

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
と
し
て
意
見
提
出

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　ラムネットJが展開する「田んぼの生物多様性・文化
2030プロジェクト（田んぼ2030プロジェクト）」は、2013
〜2020年に行ってきた「田んぼの生物多様性向上10年
プロジェクト（田んぼ10年プロジェクト）」の後継プロジ
ェクトです。田んぼ2030プロジェクトでは、田んぼ10年
プロジェクトで取り組んできた田んぼの生物多様性向上
への取り組みに加え、多様な田んぼを支えてきた「田ん
ぼ文化」の側面にもアプローチしています。
　田んぼ2030プロジェクトのキックオフからまもなく3
年になるのを機に、この間の活動と今後の展望をみなさ
んと共有するために実績報告会を開催します。

●日時：2024年11月23日（土・祝）・24日（日）
●場所：�民間稲作研究所（栃木県河内郡上三川町）�

会場40名＋オンライン（Zoomミーティング）
●参加費：無料（要予約）
●申し込み：オンラインフォーム（QRコード→）
●主催：ラムサール・ネットワーク日本
※このイベントは地球環境基金の助成を受けて開催します。

　ラムネットJの湿地のグリーンウェイブでは、オンライ
ン「お茶会」を定期的に開催しています。湿地の保全・賢
明な利用に取り組んでいる団体の方々に、各地の湿地の
特徴やその湿地が抱えている問題などについて話題提供
していただき、参加者と意見交換をするざっくばらんな
会合です。みなさんも、お茶を片手にご参加ください。参
加方法はラムネットJのウェブサイトをご覧ください。

●11月27日（水）20時〜21時半
　話題提供者：高橋俊吾さん（日本カブトガニを守る会福岡支部）
　テーマ：カブトガニを守る活動と産卵調査（仮題）
●12月25日（水）20時〜21時半
　話題提供者：長谷川卓さん（志民委員会 潟部会）
　テーマ：新潟市の潟の魅力（仮題）

田んぼの生物・文化多様性は守ることができるのか？
〜田んぼの生物・文化2030プロジェクト実績報告会〜

湿地のグリーンウェイブ オンライン「お茶会」


